
川
崎
市
の
代
表
会
場
と
し
て
、
多
摩
区
消
防
出
初
式

が
、　
一
月
八
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「新
年
を
迎
え
て
」
多
摩
消
防
団
長
　
松
澤
喜
義

平
成
二
十
四
年
、
謹
ん
で
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
多
摩
区
の
防
火
防
災
と
、
安
心
し
て
住
み
よ
い
地
域

を
目
指
し
、
多
摩
消
防
団
は
訓
練
を
重
ね
て
頑
張
り
ま
す
。

昨
年
は
、
若
芽
が
出
始
め
る
二
月
十

一
日
に
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
、
大
変
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。

我
々
消
防
団
で
も
、
新
消
防
車
両
四
台
の
更
新
、
防
災

ｏ

水
防
訓
練
、
消
防
大
会
、
市
内
初
の
消
防
団
機
動
部
隊
の
発

隊
、
川
崎
市
の
代
表
会
場
と
し
て
多
摩
区
消
防
出
初
式
等
々

が
ご
ざ

い
ま
し
た
。
各
町
会

・
自
治
会
を
は
じ
め
関
係
団
体

の
皆
様
の
ご
理
解

・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
Э
本
年
も
多
摩
消
防
署
と
両
輪
の
ご
と

く
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

今
年

一
年
が
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
皆
様
の
益
々
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

「年
頭

の
挨
拶
」

多
摩
消
防
署
長
　
石
井
敏
幸

消
防
団
員
及
び
ご
家
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

健
勝
で
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

消
防
団
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
多
摩
区
の
安
全
と
安

心
の
確
保
に
ご
尽
力
さ
れ
、
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
各
地
の
消

防
団
員
の
皆
様
の
偉
業
に
対
し
ま
し
て
、
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
御
霊
の
ご
冥
福
を
衷
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
Э

本
年
も
、
多
摩
区
が
平
和
な

一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
と
、

併
せ
て
、
消
防
団
員
及
び
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健

勝
を
ご
祈
念
し
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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市
長
表
彰

退
職
消
防
団
員
功
労
者

元
多
摩
消
防
団
　
　
団
長

永
年
勤
続
功
労
消
防
団
員

稲
田
分
団
　
　
　
　
団
員

多
摩
消
防
団
長
表
彰

勤
務
成
績
優
秀
消
防
団
員

生
田
分
田
　
　
　
　
部
長

稲
田
分
田
　
　
　
　
部
長

勤
務
成
績
優
良
消
防
団
員

生
田
分
団

東
生
田
班
　
　
　
団
員

中
央
生
田
班
　

　

団
員

長
沢
班
　
　
　
　
団
員

大
作
班
　
　
　
　
団
員

稲
田
分
団

菅
班
　
　
　
　
　
団
員

中
野
島
班
　
　
　
団
員

登
戸
班
　
　
　
　
団
員

登
戸
班
　
　
　
　
　
団
員

宿
河
原

ｏ
堰
班

　

団
員

長
尾
班
　
　
　
　
団
員

退
職
消
防
団
員

元
多
摩
消
防
団

　

団
長

元
生
田
分
団
　
　
部
長

元
生
田
分
団
　
　
部
長

元
生
田
分
団
　

　

団
員

元
生
田
分
団

　
　
団
員

元
生
田
分
団

　
　
団
員

元
稲
田
分
団

　

　

班
長

元
稲
田
分
団
　

　

班
長

元
稲
田
分
団

　

　

班
長

元
稲
田
分
団
　

　

団
員

元
稲
田
分
団
　

　

団
員

元
稲
田
分
団
　

　

団
員

元
稲
田
分
団
　

　

団
員

元
稲
田
分
団
　

　

岡
員

多
摩
防
火
協
会
長
表
彰

消
防
功
労
部
隊

生
田
分
団

稲
田
分
団

松
澤
　
忠
志

清
宮
　
勝
明

山
田
浩
治
郎

安
藤
　
　
聡

岩
崎
　
重
雄

福
岡
　
成
浩

関
　
　
賢
人

藤
井
　
修
二

安
藤
　
　
成

若
林
　
実
継

高
橋
　
裕
己

伊
藤
　
正
則

木
浪
　
哲
也

勝
又
　
正
明

松
澤
　
忠
志

山
本
　
哲
央

端
中
　
正
彦

石
田
　
孝
行

塚
田
　
一元
文

桝
田
　
拓
希

福
井
　
一旦
博

箕
輪
　
幸

一

本
多
　
　
工

芹谷藤苅小
澤 口井米島

正 J:哲
央明昇人也

登長

戸沢

班りI
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平
成
二
十
二
年
十

一
月
十
八
日
、
多
摩
消
防
団

阻
ｒ融鄭林猷律城
社齢
“∝砧
備盤
如数だ硝
・

為
に

「多
摩
消
防
団
機
動
部
隊
」
を
発
足
し
ま
し

た
。
こ
の
部
隊
は
井
田
副
団
長
を
統
括
隊
長
に
、

土
木

・
建
築
関
連
で
、
重
機
操
作
の
資
格
を
持

つ

十
八
名
の
団
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

震
災
被
災
地
の
映
像
で
、
道
路
が
瓦
礫
な
ど
で

ふ
さ
が
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
任
務
を
遂
行
す
る

上
で
、
現
地
に
た
ど
り
着
け
な
い
不
安
や
辛
さ
を

感
じ
た
団
員
が
多
く
い
ま
し
た
。

多
摩
区
に
お
い
て
も
、
建
物
の
崩
壊
の
他
に
、

多
摩
川
か
ら
の
津
波
や
上
流
の
ダ
ム
の
決
壊
な

ど
、
色
々
な
状
況
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
多
摩
消
防
団
と
多
摩
消
防
署
で
協
議
を
重
ね

∵
・
　

て
参
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
多
摩

消
防
署
長
及
び
多

摩
消
防
団
長
か
ら

の
出
動
要
請
が
発

動
さ
れ
た
場
合
、

瓦
礫
な
ど
を
撤
去

し
て
緊
急
車
両
の

交
通
路
を
確
保
す

る
事
を
目
的
と
し

て
活
動
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
警

察
署
と
の
連
携
も

視
野
に
入
れ
、
被

害
の
最
小
限
化
を

目
指
し
て
、
日
々

鍛
錬
し
て
参
り
ま

す
。

堰  rl

初
代
隊
長
の
井
田
哲
芳
副
団
長
に
、

松
澤
団
長
よ
り
辞
令
が
渡
さ
れ
た
。

消
防
法
及
び
川
崎
市
火
災
予

防
条
例
に
よ
り
、
平
成
二
十
二

年
六
月

一
日
か
ら
、
全
て
の
住

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
既
に
七

割
以
上
の
ご
家
庭
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

住
宅
火
災
に
よ
り
亡
く
な
ら

れ
た
方
の
約
六
割
が
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
で
、
そ
の
原
因

は
主
に
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の

で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
熱

や
煙
を
感
知
す
る
と
警
報
音
や

光
を
点
滅
さ
せ
て
、
火
災
の
発

生
を
知
ら
せ
る
も
の
で
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
た
場
合
は
、
設
置
し
な

い
場
合
に
比
べ
て
、
火
災
に
よ
る
死
者
数
、
焼
損
面
積
、
被
害
額
が
、
お
お
む
ね

半
減
す
る
と
の
統
計
結
果
が
出
て
い
ま
す
Ъ

大
切
な
家
族
を
守
る
た
め
に
も
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
よ
う
（〕

六
月
二
十
六
日
、
枡
形
中
学
校

の
校
庭
に
て
、
生
田
分
団
団
旗
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

各
町
会
関
係
者
や
地
域
の
皆
様
を
お
招
き
し
、
新
入
団
員
を
加
え
た
体
制
の
お

披
露
日
と
し
て
、
全
体
に
よ
る
小
隊
訓
練
と
、
各
班
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
を

み
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

よ
り

一
層
の
安
全
と
、
防
災
の
努
力
を
す
る
こ
と
を
団
旗
に
誓
う
こ
と
で
、
新

し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

七
月
二
十

一
日
、
宮
前
区
大
蔵
の
消
防
総
合
訓
練
場
に
お
い
て
、
稲
田
分
団
操

法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
周
囲
の
視
線
を
受
け
て
演
技
す
る
緊
張
の

中
、
各
チ
ー
ム
と
も
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。ま

た
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
他
に
、
各
班
の
小
隊
訓
練
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
、】

一
週
間
後
に
多
摩
大
会
を
控
え
、
当
日
の
採
点
担
当
者
の
練
習
も
兼
ね
て
、
各

採
点
担
当
者
と
分
団
部
長
と
に
よ
る
模
擬
採
点
を
行
い
ま
し
た
。

終
了
後
に
渡
さ
れ
た
採
点
表
を
見
て
、
各
チ
ー
ム
は
自
分
達
の
操
法
演
技
を
振

り
返
り
、
さ
ら
な
る
操
法
技
術
の
向
上
を
誓
い
ま
し
た
。

多摩消防団の火災出場件数
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八
月
七
日
、
明
治
大
学

生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
お

い
て
、
多
摩
消
防
団
消
防

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

稲
田
分
団
５
班
、
生
田

分
団
４
班
の
、
全

９
班
が

小
型
ボ

ン
プ
操
法
の
競
技

を
行
い
、
中
野
島
班
が
優

勝
、
登
戸
班
が
準
優
勝
、

宿
河
原

ｏ
堰
班
が
第
二
位

と
な
り
ま
し
た
。

優
勝
　
中
野
島
班
　
　
　
班
長
　
　
石
井
　
一死
康

卿歌
銃麟
脚悧
立れ
卸
吐
胸罐
姓
湖
か
隷け〕
紙紅
ぼ軒

中
出
来
た
と
思

い
ま
す
。

かは絵
わ
りが
せノレ郡■
び
り幅
ぜ伽
蹴
椰雑畔
一Ｘ札諮

り
に
思
い
、
そ
し
て
、
班
員
全
員
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

三二一指

貢貢貢薯買
最

優

秀

賞

岸
　
　
隆
広

山
田

　

真
也

吉
澤
　
孝
太
郎

井
上

　

貴
智

（中
央
生
田

（東

生

田

（中

野

島

（登
　
一戸

班班班班

指
揮
者
　
生
田
分
団
　
中
央
生
田
班
　
　
岸
　
隆
広

変
替
数絵
江け
ぃ
＜ど報め
麟破
離
曜
が
熱
蹴膵
哺ざ
は

ま
す
。榔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粥

こ
の
経
験
を

活
か
し
、
今
後

の
消
防
活
動
に

役
立
て
て
い
き

た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

連
夜
の
訓
練

に
参
加
し
て
く

れ
た
班
員
達
、

大
会
当
日
に
応

援
に
来
て
頂
い

た
地
域
、
Ｏ
Ｂ

の
方

々
に
感
謝

す
る
と
共
に
、

深
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

一
番
員
　
生
田
分
団
　
東
生
田
班
　
　
山
田
　
真
也

が備
に
０研韓
級藤剖
哺
無
暉
Ｆ肘
＼
燎
却拗
‐こ作麟
Ⅵ
端

も‐こヵ、経町卿紅】″一、動宅一き０」ノ‐、動たＦ崚獅粛臓腱〔軒嗚

Ｄ
を
繰
り
返
し
見
て
、
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

麟棚椰囃審榊略岬“『嚇震細織”一「か巾刺』離

防
団
の

一
員
と
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
番
員
　
稲
田
分
団
　
中
野
島
班
　
　
士
口
澤
　
孝
太
郎

二
番
員
　
稲
田
分
団
　
登
戸
班
　
　
　
井
上
　
貴
智

先新施
は極軽
罐
競頂知
数丼
をは畷
輩
札К靭船
隷けぽ
訓

“̈
『しコ整一】鋤

し
た
。

二
月
十

一
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
の
教
訓
を
ふ
ま
え
、
人

中脚」「〔榊講響け」動黛駆い

震
を
想
定
し
た
、
川
崎
市
総
合
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ニ
ケ
領
せ
せ
ら
ぎ
館
付
近
河
川
敷

と
稲
田
中
学
校
を
会
場
に
し
て
、

区
関
係
各
局
と
共
に
消
防
団
員
約

九
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

一一　
両
会
場
で
は
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に

よ
る
初
期
消
火
活
動
や
、
車
両
撤

し行斉に消のどのフや網緊去
たわ放よ防ほの復ラ

｀
の急に

°
れ水る団か訓旧イラ確交よ
まが一員

｀
練なンイ保通る

■迎 雲    ・



人
月
二
十
二
日
、
多
摩
消
防

署
に
て
、
生
田
分
団
の
長
沢
班

と
、
稲
田
分
団
の
菅
班
、
宿
河

原

・
堰
班
、
長
尾
班
に
、
待
望

の
新
車
両
が
配
備
さ
れ
ま
し

た
。
以
前
の
車
両
に
比
べ
、
大

幅
に
性
能
も
ア
ッ
プ
し
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
も
オ
ー
ト

マ
チ
ッ
ク

ヘ

と
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
積
載
さ
れ
て
い
る
可
搬
ポ

ン
プ
な
ど
の
機
材
も
新
型
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
で
多
摩
消
防

団
の
全
て
の
班
の
車
両
が
、
新

車
に
替
わ
り
ま
し
た
。

各
班
で
は
、
自
治
会
や
消
防

団
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
関
係
者
に
御
技

露
目
の
場
が
設
け
ら
れ
、
地
域

防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
の
新

し
い
装
備
に
対
し
、
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ｃ
団
員

か
ら
も

「新
し
い
車
両
や
機
材

に
早
く
慣
れ
、
消
防
活
動
に
活

か
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
抱

負
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

本
年
度
秋
の
叙
勲
で
、
元
副
団

長
の
田
中
隆
浩
さ
ん
が
四
十
年
間

に
わ
た
る
消
防
活
動

へ
の
貢
献
が

認
め
ら
れ
て
、
端
宝
単
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

皇
太
子
殿
下
に
拝
謁
な
さ

つ
た

田
中
さ
ん
は

「身
に
余
る
光
栄
と

感
激
致
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も

皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
賜
も
の
と
存
じ
、
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
こ
の
栄
誉
に
恥
じ
る
こ
と
の
無
い
よ
う

一
層
精
進
い
た
し
ま
す
。
」
と
、
思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
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九
月
二
十
七
日
、
多
摩
消
防
団
の
幹
部
で
川
崎
港
と
川
崎

近
郊
を
視
察
し
ま
し
た
。

多
摩
区
役
所
に
集
合
し
バ
ス
で
川
崎
区

へ
。
東
扇
島
に
係

留
し
て
い
る
巡
視
船

「あ
お
ぞ
ら
」

へ
乗
り
込
み
東
京
湾

へ
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
が
始
ま
り
、
臨
海
工
業
地
帯
の
様

子
を
海
側
か
ら
見
て
、
日
々
変
わ

っ
て
い
く
川
崎
港
を
見
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

二
月
十

一
日
の
震
災
時
に
は
千
葉
で
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
が
、
川
崎
に
も
石
油

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
や
ガ

ス
関
係
を
貯
蔵
す
る
施
設
が
多

い
の
で
、
有
事
の
際
の
行
動

等
を
思
い
、
気
を
引
き
締
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

半
日
の
行
程
で
し
た
が
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
、
企
画

し
て
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

十
月
二
十
二
日
、
多
摩
区
民
祭
が
開
催
さ
れ
、
多
摩
消
防

団
本
部
と
生
田
分
団
が
会
場
警
備
の
た
め
に
多
摩
消
防
署
と

共
に
参
加
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
会
場
と
な

っ
た
生
田
緑
地

や
枡
形
山
に
は
森
林
が
多
く
、
民
家
園
な
ど
の
重
要
文
化
財

も
あ
り
、
特
に
喫
煙
や
ポ
イ
捨
て
な
ど
に
よ
る
火
災
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
、
重
点
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

川
崎
市
で
は
小
学
校
４
年
生
を
対
象
に
、
火
の
取
り

扱
い
の
危
険
性
や
防
火

・
防
災
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も

ら
う
た
め
に
、

「み
ん
な
が
消
防
士
」
の
授
業
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
わ
れ
わ
れ
消
防
団
員
は
、
消
防

署
員
と
共
に
地
域
の
小
学
校
に
出
向
し
、
消
防
機
材
の

説
明
や
実
演
な
ど
を
行
い
、
火
災
に
対
す
る
注
意
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
消
防
車
両
や
機
材
を
見
て

い
∵
―

触
れ
る
な
ど
消
防
を

コ
樋社難
難
で健
』
鶴

十

一
月
十
二
日
、
よ
み
う
り

ラ
ン
ド
に
て

「多
摩
消
防
フ
ェ

ア
ざ
〓
」
が
多
摩
消
防
署
と
多

摩
消
防
団
の
主
催
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
地
震
体
験
車
や
は

し
ご
車
が
並
び
、
煙
体
験

ハ
ウ

ス
な
ど
も
設
置
さ
れ
、
多
く
の

来
場
者
に
消
防
活
動
に
ふ
れ
る

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
当
日
は
、
日
本
社
会
人

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ツ
ト
ボ
ー
ル
Ｘ

リ
ー
グ
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

や
、
専
修
大
学
吹
奏
楽
研
究
会

の
学
生
に
よ
る
演
奏
、
消
防
音

楽
隊

・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
な
ど

が
消
防
フ
エ
ア
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

操
作
方
法
な
ど
に
つ

い
て
積
極
的
に
質
問

を
し
て
い
ま
し
た
。

火
災
の
な
い
安
全

な
暮
ら
し
が
で
き
る

よ
う
に
、
大
人
に

な

っ
て
も
こ
の

「み

ん
な
が
消
防
士
」
で

学
ん
だ
こ
と
を
、
い

つ
ま
で
も
忘
れ
ず
に

い
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
一

昨
年
十
二
月
二
十
四
日
、
元
多
摩
消
防
団
消
防
部
長

の
松
澤
信
雄
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
六
十
七
歳

で
し
た
。
慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

備に 卜特
え

｀
口別大

ま団 1警晦
し員ル備 日
たがをがの
°
詰実行夕
め施わ方
所 しれか
にてまら
待火 し深
機災た夜
し予

°
に

て防各か
不に班け
測努でて
のめは年
事る防末
態 と火火
に共パ災

編
集
後
記

紹
介
す
る
行
事
が
多
く
、
様
々
な
場
面
で
、
消
防
団
の
活
動
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
い
た
し
ま
す
。

多
摩
消
防
団
だ
よ
り
第
十
号
の
発
行
に
際
し
、
御
協
力
頂
い
た

皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

多
摩
消
防
団
広
報
部

一
日

年
末
火
災
特
別
警
備

の
実
施


